医療法人亀田病院給食業務委託事業仕様書

1. 業務名称
医療法人亀田病院給食業務

2. 委託業務実施場所
1 医療法人亀田病院			函館市昭和1丁目23番11号
2 亀田北病院				函館市石川町191番地4
3 亀田花園病院　　　　　　　　　　　　　　函館市花園町24番5号
4 介護老人保健施設グランドサン亀田　	函館市石川町191番地4
5 サービス付高齢者住宅亀田日和　		函館市昭和1丁目3番46号

3. 契約期間
契約締結日から令和7年3月31日まで
ただし、期間満了の3か月前までに双方より解約の申し出がない場合は、委託期間終了後1年毎の継続更新ができるものとする。
なお、契約期間中に業務遂行不可能と判断した場合は、契約期間途中であっても契約を解除する場合がある。
※契約締結日に関しては、委託先候補者決定後の協議事項とする。

4. 業務の目的
入院患者の食事は治療の一環として行われるものであり、入院患者の病状に応じた適切な食事内容により治療効果を高め、さらには入院患者が満足するきめ細やかなサービスと衛生的で安全、安心な食事を提供することにより、入院患者の疾病の治癒、病状の回復、社会復帰の促進を図ることを目的とする。

5. 委託業務の内容
1 委託業務は、上記2における給食業務とする。
2 委託する業務区分は、業務分担区分票（別紙1）のとおりとする。
3 委託業務の運営に必要な経費のうち、受託者の負担する経費は、経費負担区分表（別紙２）のとおりとする。
4 給食数の実績は、令和２年度食数実績（別紙３）のとおりである。

6. 業務遂行上の注意事項
受託者は、業務を行う上で以下の事項を遵守しなければならない。
1 受託者は、病院給食が医療の一環である治療食であることを十分認識し、業務を行うこと。
2 委託者が定める給食提供時刻に患者等に供するための調理業務及びその関連作業の一切を委託者の指示によって行うこと。
3 受託者は、食材の仕入れ及び保管・管理にあたっては、品質、鮮度、衛生状態等について十分留意すること。
4 受託者が献立表の作成を行うにあたっては、委託者の提示した約束食事箋・年齢構成・食糧構成等からなる献立表作成基準を目指すこと
5 受託者は、季節行事等に行事食を実施し、献立に変化を持たせるとともに、メッセージカードなどを利用し食事サービスの向上に努めること。
6 受託者は、食数の集計、食札の作成を行うこと。
7 受託者は、検食用及び保存食の食事を用意すること。
8 受託者は価格のみの比較によって単に安価な食材を使用することなく、病院給食に使用することに疑義があるもの、若しくは新たに問題を指摘されるに至ったものはすべて排除し、安全、安心な食材による給食を提供すること。
9 受託者が業務を行う時間帯は、原則として午前4時から午後8時までとし、契約時には人員配置等により確定させること。
なお、この時間帯以外に業務をする必要性が生じた場合は、事前に委託者に申し出て許可を得るものとする。
10 受託者は、委託業務の履行内容を毎日記録し、委託者に報告しなければならない。
11 委託者は、受託者に対し必要に応じて委託業務に関する資料又は報告書を提出させ、また必要に応じて実地調査を行うことができる。
12 委託者は、必要があると認めたときは委託業務の履行に立ち会うことができる。
この場合において、委託者は履行が適正でないと認めたときは、受託者にその補正を求めることができ、受託者は誠意をもって対応すること。

7. 業務体制等
1 業務委託内容全般を総括管理する専従又は選任の総括管理責任者を配置すること。
2 栄養士業務全般を管理する栄養士業務責任者及び調理業務全般を管理する調理業務責任者をそれぞれ適正に配置すること。
3 受託者は、委託業務を円滑かつ安定的に遂行できるよう、次に掲げる従事者を適切に配置すること。
(1) 管理栄養士又は栄養士
(2) 調理師
(3) 調理員
4 受託者は、委託業務を遂行するにあたり従事者の配置構成、配置人員数及び1日に勤務する従事者を明確にし、委託者へ申し出ること。

8. 経費負担等
1 受託者は業務中の事故防止に十分注意するものとし、万一、建物・設備器具・資材等に損害を生じさせた場合は全て受託者の負担とする。ただし、業務上やむを得ない場合はこの限りではない。

9. 衛生管理及び教育
1 受託者はインシデント、アクシデントが生じた場合、速やかに委託者に報告するとともにレポートを委託者に提出すること。
2 インシデント発生後は要因を分析し、その改善に努めること。
3 食中毒又はその疑いの事例が発生した場合は、速やかに委託者の指示に従い対応すること。
4 受託者は、食中毒発生により患者給食の提供ができなくなった場合、対応策を講じて患者食の確保を図ること。
5 食中毒の発生が受託者の責めに帰す場合は、食中毒の発生に関わる一連の経費は受託者が負担することとする。ただし、受託者の責めに帰すべき事由でない場合はその限りではない。
6 受託者は、従業員に対して、定期的に、衛生面及び技術面の教育または訓練を実施すること。

10. 病院事業への協力
1 委託者において行われる施設・設備の改修などで業務内容又は業務量に変動が生じる場合には、受託者はその場合においても誠意をもって対応すること。
2 管理責任者は、委託者の栄養管理委員会に出席すること。
3 受託者は委託者が企画する避難訓練や研修会などの行事へ参加すること。参加行事については、双方で協議することとする。
4 その他、栄養科がかかわる病院事業において、委託者の求めに応じて協力すること。
11. その他
1 亀田花園病院は、朝・昼・晩で職員食を提供が可能なこと。
